


















































































































































2 者から作られたが，その後この 2 者にもどうしようもないほど，関係の網の
目が多くなったものがネットワークであると規程できる。ネットワークが複雑






ている（山倉， 1993）。その点で日本企業に関しての青木昌彦 (1989 ）の双対
原理の構造を，本稿では企業外，ネットワークに拡張することを試みる。























































































































































































関係指向の 2 つのパラダイムを組み合わせて日米企業を類型化すれば，図 1 と
なる。図 1 をもとに 代表的な日本企業を考察する。
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ら，ほぼ 2 年か 3 年に一度，所属部門が換わっていくという制度である。たと
えば，文科系（事務系）社員は人事部門から経理部門，そうして購買部門といっ
た形で 2' 3 年に一度部門を移動（異動）していく。理科系（技術系）社員は
開発部門から生産技術部門へ，そうして工場へ，といった形で，これも 2' 3 
年に一度移動していく。
このような，ジョブローテーションに対してトヨタ自動車のプロダクトロー
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